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   KW30-SERIES 1
   シリーズハーネス手順書 1

  1. 適用範囲
本書は、KW30シリーズ圧着端子をケーブルに圧着して、圧着ケースに端子を挿入するまで

の手順について規定するものです。

  2. コネクタ品名
■ 圧着ケース品名 ■ 圧着端子品名

     KW30  –  *  P  –  *  C      KW30 – **** PCF A

        ❶       ❷ ❸     ❹ ❺                     ❶    ❷  ❸

  3. ハーネス手順
   3.1.ケーブルストリップ

圧着品質基準書(ATAD-H-0146~0147)に基づき、ケーブルのストリップを⾏う。

その際、ケーブル芯線への傷の有無及び、ストリップ⻑が規格内であるか確認を⾏う。

   3.2.圧着工程

アプリケーターを⽤いて圧着を⾏い、圧着条件表、圧着品質基準書（ATAD-H-0146~0147）

に基づき、圧着ハイト圧着形状を確認する。ケーブル芯線のストリップ⻑が規格値を超えた場合
圧着時に圧着プラグ端子のランス掛かり部と干渉する可能性が有ります。

また、ベルマウス形状が規格以上に大きくなることで、圧着ケースへの挿入性が悪くなる

可能性が有りますので圧着品質基準書(ATAD-H-146~0147)に記載の規格値をご参照の上

管理をお願いします。
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DESCRIPTION OF REVISIONS DESIGNED CHECKED DATE

❷  極数      2830: AWG28 ~ 30, 3032: AWG30 ~ 32

❺ 結線部形態/端子形状

     A : ⾦

    C: 圧着ソケット

    1列 2~15 ❷ 形態種別/梱包種別

❸ コネクタ種別      PCF :  ソケット端子・リール

    P : 1列 ソケット ❸めっき

❹ ピッチ: 1.0 mm (2芯: 2.0mm)
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   3.3.圧着ケース挿入
圧着された端子のケーブルを持って、圧着ケースの各端子穴に挿入する。
  (下図の矢印方向に端子を挿入する。）

・性能信頼性を維持するため、圧着端子(KW30#-****PCFA)を斜めに挿入しないで下さい。
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端子挿入前 端子挿入後

圧着端子 圧着ケース 挿入方向

水平挿入 (○)

挿入方向

水平挿入 (○)

斜め挿入 (X)
(上下方向)

KW30-*P-*C

挿入方向

KW30#-****PCFA

挿入方向

挿入方向

斜め挿入(左右方向) (X)
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圧着プラグ端子のランス掛り部が圧着ケースのランスに掛っていることを確認する。

　　※圧着端子のリペアについて

⼀度挿⼊した圧着端子を抜く時は、    DF-C-PO(B)、⼜は先の尖った針などを使い

モールドランスを持ち上げながらケーブルを引っ張って引き抜いて下さい。

リペアを⾏ったことでランス強度が低下している可能性があります。リペアを⾏った

圧着ケースは再利⽤せずに新しい圧着ケースをご使⽤下さい。
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端子挿入状態確認

ランス

ランス掛かり部
挿⼊方向

モールドランス

② ケーブルを引き抜く

① モールドランスを持ち上げる
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  4. 取り扱いガイドライン
　　※ 製品使用方法

コネクタの破損や接点部の変形が発生する恐れがあるので、電線の引き回しはコネクタに負荷が加わらないように、
電線に緩みを持たせて配線をしてください。

　　※ 電線選定時の注意点
推奨電線︓すずめっき軟銅撚り線
使用時に注意が必要な電線︓キャブタイヤケーブル、多芯撚り電線 (注意点を次ページへ記載します)
使用禁⽌電線︓単線、ポリエステル糸等が介在する電線およびすずコート線

　　※ キャブタイヤケーブルご使用時の注意事項
キャブタイヤケーブルのシースストリップを⾏う際のシースストリップ⻑は下記の⻑さを推奨します。
推奨ストリップ⻑-AWG24〜AWG34︓ 30mm 以上

上記のストリップ⻑を満たさない場合、電線に過剰な負荷が加わり、圧着端⼦のケースへの挿⼊作業性の悪化、
電線による過度な負荷による端⼦抜けの原因となる恐れがあります。
また、電線を屈曲させながら端⼦挿⼊することになるため、端⼦挿⼊性が低下します。
ハーネス品完成後は、電線に負荷が加わっていないこと・端⼦がスムーズに挿⼊できることを確認ください。

　　※ 引き回しに関する注意点

機器内の電線の引き回しの際には、下図の様に、電線に十分なたわみを持たせる等の処置を検討頂き、

直接コネクタに負荷が加わらないように考慮ください。

電線を極端に曲げるまたは突っ張ることにより、圧着部やコネクタに負荷が加わり

接点不良の原因となる恐れがあります。

　　※ 作業上の注意事項

電気検査後に著しいめっきの削れや端⼦抜けが発生した場合、検査工程の確認をお願いします。
接点部や電線に負荷が加わるような挿抜が⾏われた可能性があります。
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3

根元がストレート

根元から屈曲

たわみが十分な場合 たわみが不十分な場合
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